
 

令和８年度 第１回岩美町男女共同参画審議会 議事録 

 

１ 日 時  令和８年７月３１日（金）午前１０時～午前１１時 

 

２ 場 所  岩美町役場 ２階 中会議室 

 

３ 出席者  出席委員９名 欠席委員０名 

  （委員）            山田 恭子（女性団体連絡協議会） 中島 玉江（女性団体連絡協議会） 山本 克美

（女性団体連絡協議会） 中村 恵（女性団体連絡協議会） 岩垣 伸一（社会福祉協

議会） 山﨑 洋二 （自治会長会） 加藤 真二（地区公民館長会） 澤  瞳（岩美

町小中学校 PTA連合会） 中沢 政春（公募） 

（事務局） 次  長 畑先 久志（岩美町教育委員会事務局） 

廣田 哲子（      〃          ） 

 

４ 概 要 

１ 開  会 

 委員総数９名のうち、本日の出席委員は９名で過半数に達しており、審議会は成立 

 

 

２ あいさつ 

 会長職務代理のあいさつ 

 

 

３ 会長及び副会長の選出 
   

 ○事 務 局   前会長の逝去に伴い、現在会長職が空位となっているため岩美町男女共同参画

推進条例の第１５条第１項の規定に基づいて会長、副会長をそれぞれ１名ずつ互

選によりお決めいただきたい。 

 

         次の者が役員として選任されることに異議無く承認された。なお、選任された

者は、その職務に就くことを承諾した。 

         会長 中沢 政春    副会長 中島 玉江 

 

４ 議  事 

 

（１）いわみ虹色プラン－岩美町男女共同参画計画－における令和８年度の取組について 

       （事務局から取組内容について説明） 

 



●会   長    今年度の計画ということで項目が多岐にわたり数も多く、議論が随所にいくこと

も考えられる。全般的に少しわかりにくいところやご意見・質問等あれば伺いたい。 

            なお、資料の女性の登用状況では、会が開かれるまで委員の選定をしない市町村

国民保護協議会が抜けて全体１５の会に修正し、地方自治法１８０条の５に基づく会

が５つ加わっての目標４０％以上となっている。 

 

〇事 務 局    市町村国民保護協議会が目標対象外となり、また新たに５つの会が加わって委員

総数２１０人に対しまして、女性委員が７７人、女性割合３６．７％となっています。３月

の審議会で報告しました女性割合からやや下回っていますが、大きく変わってはおり

ません。 

 

●会   長    女性委員の数は相対的に減ったりしているが、割合は大きくは変わっていない。

教育委員会もだが、総務課や子ども未来課の担当する委員会等で、何とか一人でも

二人でも女性を登用し、割合を挙げていただきたい。 

 

●委   員    男女平等社会と言葉では言うが、統計だけではなく、中身に合わせてどうかとい

うことも大事だと思う。 

 

●会   長    国レベルでは、方針決定過程の女性登用について総理大臣に女性がなったことは、

一つの大きな流れのきっかけになっている。 

 

●会   長    特に質問がないということなら、ご意見、ご感想を含めて委員の皆様にお話しい

ただきたい。 

 

●委   員    初めての参加で内容を落とし込めず難しいと思いながら、また、いろいろな課題

があると思った。 

 

●委   員    事業の流れは年度で変更はあるが、プランに基づき基本線は同じで頑張っておら

れる印象を持っている。 

 

●委   員    いろいろな会議に、男女比を考えて女性の参画を推進していくことは理解できる

が、物理的に無理があるところもあり、それはそういうことで自然なのだという風に

とらえて、いろんなものを全部半々にしていくというのは難しいことではないかと思

う。ただ、着々と推進するべきところはし、数字を確認することも大事だとは思う。 

 

●委   員    すべてに男女共同参画をあてはめていくことが、目指すべき社会ということでは

ないととらえている。 

 

●会   長    総じて同じように全部に女性を増やしていかなくてはいけないという事だけでは

ないが、全くいないために女性などの意見が反映されにくいという所があるのなら、



それは考えていかなければいけない。 

 

●委   員    福祉の分野も一緒で、意識的な啓発は非常に重要な部分と思いつつ、意識の評価

も非常に難しい部分だと思う。その中で、小さい頃からの教育が非常に重要な部分

だと思っていて、プランにある「学校教育における男女共同参画の教育の推進」につ

いて具体的にどんな取組を例えば、小・中学校の授業の中で男女共同のことについ

て行っていることや PTA活動の中でなど実態はどうなのか。 

 

〇事 務 局    PTA 活動で言いますと、南小 PTA の人推部長さんから講師について紹介してほ

しいとの依頼があり、男女共同参画に関する講師をご紹介させていただきました。

また、学校の教育現場に関しましては、児童生徒の名前の呼び方やトイレ表示など

の男女の色わけ・多目的トイレの設置など改善が行われています。 

 

●委   員    教育的な部分での男女共同参画はとても大事だと考える。また、学校現場におい

てもそうである。 

 

●会   長    国レベルでの指導をもって推進していかないと変わっていかない。最近では、偏

見ある言動を耳にすることはなくなってきたが、教育における男女共同参画は重要

であると思う。 

 

●委   員     学校の PTA活動をするのは母親、役員になるのは父親と男の人が担うのが当た

り前だった。中でも女性だけの母親委員会というのができて、PTA活動は母親の役

目という感じがあった。 

 

●委   員    岩美町には母親委員会が今もあるが、鳥取市では母親委員会はなくなったと聞い

ている。母親だからという事で押し付ける事がないようになくしていく流れになっ

ているのでは。 

どうしてもPTA活動だと多くはお母さんたちが参加しており、細かいことや作業

するのは母親で、父親が参加すると男性だからという理由で役員など重役を任され

ることが多い。子どもは親を見て育つので、そういう現状が性別役割分担の意識を

無意識に身につけさせていくのだと思う。自分自身、役割の固定化を感じてはいて

も、子どもたちには平等な目線をもってもらいたいというのはなかなか伝わらない。

「お父さん」だから、「お母さん」だからという言葉に表していいかわからないが、一

人ひとりのスキルや時間に合わせた役割分担ができる環境づくりが必要ではない

かと思う。 

 

●委   員    漁師町だと父親は漁に出ているので母親が活動や役員に出るのが当たり前の風

潮だった。もう子どもも成人して孫ができているが、やはり、母親が主となって

PTA 活動や役をして、母親が出られない何かのときに父親が出るのが当たり前な

んだと私は見ている。 



 

●会   長    青少年育成協議会に出てくるこども会の方々が女性たちばかりであったり、学校

の参観日についても、最近は男性も増えているだろうが、やはり女性が多い。家庭

内で役割分担について話し合いがなされ、お互いに納得したうえで出ているのなら

いいが、ここはお前に任せるといった一方的な押し付けで女性だけにさせているの

であればそれはおかしいと思う。お互いの意識づけという中で変わってくるのはい

いが、その役割を嫌々仕方なく担っているのなら、性別による役割分担意識をなく

していくための取組を提案していくことが、我々の役割になってくるかと思う。 

 

●委   員    先日の熊本の地震や日本各地で起こる災害で大きな被害が出ている。そのような

状況の中、本町の市町村防災会議の女性委員割合は２３、１％と低い。女性が担える

役割があるはずで、女性の視点も重要であり、もっと女性委員を増やすべきと思う。 

 

●会   長    それぞれの立場で男女共同参画推進を実施していく際には、先進的な取組を進め

ていただきたい。また、自治会などの地域活動における場でも意識づけや啓発活動

を行っていっていただきたい。例えば、麒麟のまち圏域で行っている男女共同参画

講座の内容をＤＶDにして地域に貸し出せるようにしたり、積極的にこちらから提案

していったりして町民の意識づけを行っていただければと思う。 

では、今年度の計画の中身につきまして、基本的な流れや方向をご確認いただけ

たということでこの内容でよろしいか。 

 

●全 委 員    全員が了承した。 

 

〇事 務 局    貴重なご意見ありがとうございます。第２次虹色プランにつきましては、パブリッ

クコメントにおきましてプランの進行管理についてのご意見をいただき、プランに

反映させるとともに掲げました数値目標達成に向けて取り組んで参る所存です。 

目標としております数値を達成していくには、いまだ残る根深い意識と社会の構造

そのものの変革が必要となります。各審議会等の女性登用の割合向上や雇用にお

ける女性活躍の浸透、また、教育野分野における推進と意識啓発を重要視しながら

男女共同参画社会を実現することが果たすべき大きな使命ととらえています。この

第２次プランに基づいた施策を総合的また計画的に推進し、効果検証を数字ありき

ではなく、地域の実情に合わせた取組や啓発に重点をおいて機会を増やしていきた

いと考えます。３月にはこの一年間に実施しました取組の効果検証を行うとともに、

審議会委員の皆様にご意見等いただき、次年度の取組へとつなげていきたいと思

いますので、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

●委   員    何か基本的なところでは、男女が共同または平等でいろいろな選択肢や何かを共

有できるような社会が望ましく、そして、それに向かっていくということは、論理的

にも正しいことで、まさにその通りだと理解はする。しかし、社会の仕組み自体が基

本的に男女の分けで一つの世帯を形成し、様々な公共的情報は世帯主のところに



あつまるといった世帯主を中心にしてまわっており、その世帯主は大抵、男性が担

っているというのが一般的な形となっている。村単位で集会や総事があるときは、

それぞれの世帯の世帯主を通じて情報が伝わり、一軒から誰か出席してほしいと依

頼すると男性が出てくるというのが定例のことになっている。世帯を中心としてい

ることに関しては、男女平等の理解はあっても、それぞれの役割でお互いが納得し

ていると実態が伴うのは簡単なことではないと思うが、今後、世帯の在り方の変化

や夫婦間の役割分担の意識の変化があれば実態も変わっていくことだろうとは思

う。ただ、財産相続を念頭に置いて世帯の在り方を考えると、この構造がなくなるこ

とはないなかで、男女共同参画社会とは分けて考えてもいいのではないかと思う。 

 

●会   長    ひと通り委員の皆さんからご意見をいただいた。取組をしていくうえで意識づけ

をしていくことがポイントだと私は思っている。以上で本件については終了とする。 

 

 

（２）その他 

 

●会   長    何かご意見等はありますか。 

 

       （委員全員がなし） 

    

５ 閉  会 

    以上をもって議事全ての審議を終了し、午前１１時 00分閉会した。 


